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【緒　言】口腔 は構音や摂食などの機能 を持つ臓
器で,口 腔内に出来 る病巣は少なか らず,こ れ ら
の機能を障害する。特 に口腔がんは,手術 をした




ず第1報 として,術 前評価 として構音評価を行っ




2年間 に当科で手術 を施 行 した33例の悪性腫瘍
患者の うち,術 前に言語聴覚士(以 下sT)によ







腔 と口腔前庭,硬 組織 と軟組織,疼 痛の有無,残

















思われた。 したがって,術 前評価の再現性は乏 し
く,構音 評価においては術前術後の比較でないと,

















体の要素 より腫瘍以外の要素の方が強 く影響 して
いることが示唆 された。 したがって,今 後は術前
